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続☆星のささやき
問星の観察館「満天星」☎ 76-0101

【イベント案内】【イベント案内】
「篠笛と星空を楽しむ会」「篠笛と星空を楽しむ会」
　プラネタリウムの美しい星空を眺めながら、
篠笛の美しい音色に癒されましょう。

・日　時：３月30日㊐　13:30～14:30
・場　所：星の観察館「満天星」プラネタリウム
・参加費：無料
・予　約：不要

　日没後の南の空に、おおいぬ座のシリウスが輝いています。
　シリウスは夜空で1番明るい恒星です。名前の意味は「焼き焦がすもの」です。冬は空気が澄んでいて、
大気の揺らぎが大きめです。そんな夜にはシリウスは鋭く輝き、キラキラと瞬いて見えます。
　シリウスはとてもよく目立つ星のため、世界各地で季節の目印として親しまれてきました。たとえば、
古代エジプトでは日の出直前にシリウスが昇る季節になると、ナイル川が氾濫しました。ナイル川の氾
濫は栄養豊富な土壌を運び、農業の助けとなりました。
　能登町小木地区ではシリウスのことをタラボシ ( 鱈星 ) と呼んでいた記録があります。タラ漁の時期
を知らせる星として利用されていたようです。能登町姫地区や珠洲市飯田町ではアオボシ ( 青星 ) と呼
び、イカ釣りの時期の目印にしてきました。日本各地でも様々なニックネームで呼ばれ、星が人々の生
活に根付いていたことが分かります。
　3月からは晴れる日が少しずつ多くなってきます。
冬の星座にはシリウスをはじめ、明るい星が多く、
とても華やかです。ぜひ暖かい格好で冬の星々を眺
めてみましょう。

「おおいぬ座の一等星シリウス」

小木中学校閉校式を開催します
　今年度で 78年間の歴史に幕を下ろす小木中学校の閉校式を開催します。

　小木中学校卒業生の皆様、小木地区在住の皆様、是非ご来場ください。

日時：令和７年３月30日㊐　午前10時から

場所：小木中学校体育館

次第：１部　閉校記念式典

　　　２部　閉校の集い

　　　　　　　　　　　　　問 能登町教育委員会事務局　☎62 -8537

小

3
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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌

P LU S

２月９日 国重地区 あえのこと神事
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石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
は
、
代
表
曲
で
あ
る
『
能
登
半
島
』
が
ご
縁
で
、
能
登
に
は
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
す
。

能
登
に
は
た
び
た
び
訪
れ
て
い
ま
す
。

特
に
震
災
以
降
は
、
何
度
も
能
登
町
を
訪
れ
、
町
民
に
寄
り
添
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
が
励
ま
さ
れ
勇
気

づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
復
興
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
義
援
金
の
呼
び
か
け
な
ど
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
能
登
町
復
興
応
援
特
命
大
使
と
し
て
、
町
民
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

町
の
魅
力
あ
る
情
報
を
全
国
に
発
信
し
、
復
興
を
力
強
く
後
押
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

就
任
期
間
は
令
和
６
年
12
月
29
日
か
ら
令
和
９
年
12
月
28
日
の
３
年
間
で
す
。

【
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
】

　
一
日
も
早
く
能
登
の

皆
さ
ん
の
日
常
が
戻
り
、

元
気
な
笑
顔
が
見
た
い
で
す
。

　

日
本
中
の
人
達
も
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

能
登
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
人
の
心
を
繋
ぐ

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

　

私
も
大
好
き
な
能
登
で
す
か
ら
、
応
援
し

て
い
ま
す
。

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会

「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
部
門　

重
國
愛
奈
さ
ん
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
が
主
催
す
る
第
49
回
「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
作
文
部
門
で
、
最
高
賞
に
次
ぐ
農
林
水
産
大
臣
賞
に
選
ば
れ
た
宇
出
津
小
学
校
４
年
生
重し

げ

國く
に

愛あ
い
な奈
さ
ん
が
、

１
月
11
日
東
京
都
内
の
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

重
國
さ
ん
は
受
賞
し
た
作
文
で
、
思
い
出
の
祖
父
が
遊
ん
で
欲
し
い
の
に
田
ん
ぼ
に
出
か
け
て
行
っ
て
し
ま

う
こ
と
や
、
能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
避
難
所
で
過
ご
し
て
い
た
と
き
、
遠
慮
し
て
ご
飯
を
食
べ
な
く
な
っ
て

い
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
に
ぎ
り
を
渡
し
た
と
き
、
そ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
思
わ
ず
涙
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

追
想
し
、
お
米
の
大
切
さ
を
感
じ
「
い
た
だ
き
ま
す
。」
の
意
味
を
真
剣
に
考
え
た
と
綴
り
、
ま
た
、
田
植
え

体
験
の
募
集
に
応
募
し
て
大
変
な
作
業
に

ふ
れ
た
こ
と
で
、
何
故
祖
父
が
あ
れ
ほ
ど

熱
心
に
田
ん
ぼ
に
通
い
詰
め
て
い
た
の
か

少
し
理
解
で
き
た
と
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
作
文
部
門
に
は
全
国

の
小
中
学
生
か
ら
２
万
７
６
０
９
点
の
応

募
が
あ
り
、
重
國
さ
ん
は
石
川
県
で
県
知

事
賞
に
輝
い
た
あ
と
、
全
国
審
査
で
最
上

位
２
人
の
大
臣
賞
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
國
さ
ん
の
通
う
宇
出
津
小
学

　

ま
た
、
重
國
さ
ん
の
通
う
宇
出
津
小
学

校
も
、
学
校
奨
励
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

校
も
、
学
校
奨
励
賞
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

審査委員長 尾木直樹さん（左）と重國愛奈さん（右）

県
立
翠
星
高
校
の
生
徒
が
開
発
し
た

備
蓄
用
羊
か
ん
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

翠
星
高
校
の
上か
み

谷や

菊き
く

環わ

さ
ん
（
３
年
・
食
品

科
学
研
究
会
部
長
）、
谷
正
一
学
校
長
、
安
川

三
和
顧
問
が
能
登
町
役
場
を
訪
れ
、
開
発
し
た

羊
羹
１
，
２
５
０
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
谷
さ
ん
は
元
日
、
輪
島
の
祖
母
宅
で
被
災

し
、
近
く
の
避
難
所
に
避
難
し
た
経
験
か
ら
非

常
食
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。「
甘
く
て

栄
養
が
あ
る
羊
羹
が
備
蓄
食
と
な
り
、
皆
さ
ん

が
笑
顔
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

能
登
町
復
興
応
援
特
命
大
使
に
石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
が
就
任
！

大森町長から石川さんに委嘱状を交付

役場正面玄関に設置された石川さんの等身大パネル



05_NOTO＋2025.05 04

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATIONINFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

　令和６年能登半島地震及び奥能登豪雨により「準半壊」、「一部損壊」の被害を受けた住家について修繕・
リフォーム工事を行った場合にその費用の一部を補助します。

■対象工事　被災した住家の屋根や壁、ドア等の開口部、風呂・トイレなどの衛生設備、上下水道の配管な
ど、日常生活に必要不可欠な部分にかかる 50万円以上の修繕・リフォーム工事

　　　　　　※準半壊の方は、災害救助法による住宅の応急修理で補助を受けた工事費を含めることができます。
　　　　　　対象外の例：外構工事（土間コンクリート除く）、エアコンやテレビなどの家電製品等の修繕・購入など
■対象世帯　以下の①～③の条件をすべて満たす者
　　　　　　①町内に居住し、住家の罹災証明書の被害区分が「準半壊」または「準半壊に至らない（一部損壊）」の世帯
　　　　　　②被災した住家において、上記の対象工事を行い、支払いが済んでいる
　　　　　　※修繕・リフォーム工事を２回以上行われた場合には、その合計額が 50万円以上となれば、補助対象となります。
　　　　　　③石川県義援金（全住民一律５万円）の給付を受けている
■補 助 額 準半壊世帯：上限30万円　　一部損壊世帯：定額15万円
■補助金の振込先　石川県義援金（全住民一律５万円）が振り込まれた口座
■必要書類　①修繕工事の内容を確認できる見積書及び領収書等の写し　②施工完了写真
■申請期間　令和６年11月14日㊍　～当面の間
■受付場所　能登町役場１階 里海ラウンジ（平日のみ：９時～16時）　※総合支所・支所では受付できません
■注意事項　・非住家（納屋や蔵、別荘など）は補助の対象外です。
■補助金額の算出例

問 総務課危機管理室　☎62-8533

能登町住宅復旧支援事業のお知らせ

申請書に必要事項を記入し、郵送してください。　※申請書は役場窓口に備え付けてあります
　　　　〒927-0492　能登町字宇出津ト字50番地1　能登町役場総務課　危機管理室

豪雨災害義援金
申請QRコード

被害区分
配分金額

能登町 石川県 合計

人　

的

死　者  50万円/人 180万円/人 230万円/人

障害見舞金受給者  25万円/人  90万円/人 115万円/人

重傷者  10万円/人　  10万円/人　  20万円/人　

住　
　

家

全　壊  50万円/世帯 180万円/世帯 230万円/世帯

大規模半壊  35万円/世帯 135万円/世帯 170万円/世帯

中規模半壊  25万円/世帯  90万円/世帯 115万円/世帯

半　壊  15万円/世帯  45万円/世帯  60万円/世帯

準半壊  10万円/世帯  35万円/世帯  45万円/世帯

一
部
損
壊

床上浸水  10万円/世帯  10万円/世帯  20万円/世帯

床下浸水   5万円/世帯   5万円/世帯  10万円/世帯

　能登町にお寄せいただいた災害義援金（地震、豪雨）の配分について、能登町災害義援金等配分委員会
においてそれぞれ決まりましたのでお知らせします。

地域、集落のコミュニティの維持を目的として、各区・町会・町内会に配分します。

▶対 象 者　　各区・町会・町内会（個人ではなく、各地域に配分します）
▶配 分 額　　【基本額】15万円＋【構成世帯数（※）】×1万円
　　　　　　　（※）令和６年１月１日時点の住民基本台帳にある世帯数

　　　 　　　　　例：構成世帯が15世帯の町会の場合
　　　　　　　　　　→15万円＋（15世帯×1万円）＝30万円（配分額）
▶使　　途　　各区・町会・町内会の話し合いをもって決定してください。
▶申請方法　　広報のと３月号の配布の際に、各区長・町会長・町内会長に申請書をお渡しします。
　　　　　　　振込口座情報等をご記入の上、ご提出をお願いいたします。

下記の表のとおり、被害区分に応じて配分します。
住家被害は、「豪雨」の罹災証明書をお持ちの方が対象です。
石川県の災害義援金と合わせて配分いたしますので、申請がまだの方は手続きをお願いいたします。
すでに石川県の義援金を申請された方は、町の義援金については申請不要です。
義援金を申請された口座に対して、３月より順次お振込みします。

・罹災証明書の写し（豪雨のもの）
・通帳またはキャッシュカードの写し
・印鑑（代理申請の場合）

■申請方法
【インターネットでの申請】

あて先

能登町災害義援金(地震､豪雨)の配分について能登町災害義援金(地震､豪雨)の配分について能登町災害義援金(地震､豪雨)の配分について

必要書類

申請用QRコードから申請して
ください。

【郵送での申請】

●能登町役場３階　総務課および各総合支所・支所　月曜から金曜
　８時30分～ 17時15分（土日祝除く）

【窓口での申請】

※オンライン申請は「住家被害」かつ
「世帯主本人の申請、口座名義の場合」
に限ります。該当しない場合は窓口で
の申請をお願いします。

り災区分 工事費① 応急修理で補助を
受けた工事費②

補助対象工事費
① -② 補助金額

例１
準半壊

500,000 円 343,000 円 157,000 円 157,000 円
例２ 700,000 円 343,000 円 357,000 円 300,000 円
例３ 一部損壊 500,000 円 ‒ 500,000 円 150,000 円

消費生活に関する被害防止や消費者保護に向けた取り組みの継続するための意思表明
大森町長の表明文

　令和６年１月１日に発生した令和６年能登半島地震により、甚大な被害が生じ、私たち消費者を取り巻く環
境は大きく変化しています。近年、オンラインショッピングの購入トラブルや架空請求などインターネットを
通じた悪質商法や特殊詐欺の被害が増加している状況に加えて、災害に便乗した高額な家屋修繕や保険金詐欺、
訪問販売や訪問買い取りなどのトラブルの相談が多く寄せられている状況となっております。
　こうした状況に対応するため、能登町では消費者行政強化（推進）事業費補助金を活用し、消費生活相談窓
口を設置して問題解決のための助言等を行っています。また、消費者トラブルの未然防止のため町広報紙での
注意喚起や出前講座、グッズ・チラシを配布するなどの啓発活動も実施しております。
さらに、奥能登２市２町で「奥能登広域消費生活センター」を広域運営するなど、消費生活相談体制の充実と
強化を図っております。
　今後も町民の暮らしの安全安心を確保するため、持続的に消費者行政の推進と強化に取り組んでまいります。

わからないことや不安なことはひとりで悩まず相談を！
・能登町消費生活相談窓口（住民課内）　 ☎ 0768-62-8510
・奥能登広域消費生活センター　　　　　☎ 0768-26-2307
・能登半島地震関連消費者ホットライン　☎ 0120-797-188
・消費者ホットライン　局番なしの　　　☎ 188

地震（二次配分）

豪雨（一次配分）



修了証書を授与される実習生

天高く放水を行う分団員ら

左から森上室長、大森町長、松村常務取締役、岩谷室長

宮司から能登町交通安全協会へランドセルカバーが託される各々の学年課題に取り組む児童生徒ら

瑞宝単光章を受賞した井田さん

　1月 19 日、宇出津港いやさか広場で寒ぶりまつりが行
われ、およそ 7,000 人の来場者が能登町や姉妹都市の産物
に舌鼓を打ち、ブリの解体ショーなどを楽しみました。

　１月８日、能登町役場で「企業版ふるさと納税寄付
金に係る感謝状贈呈式」が行われ、町にトレーラーハ
ウスを寄贈した松栄建設株式会社（福井県坂井市）よ
り松村常務取締役、岩谷企画部企画室長、森上戦略企
画部戦略室長が出席しました。
　トレーラーハウスは快適な生活空間を有し、宿泊施
設の不足する当町の復旧・復興に大きく貢献すること
が期待されます。

企
受贈したトレーラーハウスをふれあいの里施設に設置
業版ふるさと納税寄附金に係る感謝状贈呈式

　１月14日、県漁協小木支所で７人のインドネシア人
漁業実習生の修了証書授与式が行われました。
　小木には早くから外国人漁業実習生を受入れてきた
風土と土壌が醸成されており、日本の漁法を学ぼうと
海外から多くの若者が来日します。今回の式では３年
と５年の課程を終えた実習生にそれぞれ修了証書が授
与されました。
　彼らは今後様々な進路を歩むことになりますが、い
ずれも最先端の技術を修めた人材として、大きな活躍
が期待されています。

イ
小木で学んだイカ釣りを祖国で活かす
ンドネシア人漁業実習生修了証授与

　１月11日、柳田公民館で町内の小中学生を対象に書
初め大会が催され、児童生徒やその保護者らが訪れま
した。書き初めは、新年の抱負や願いを文字に託し、書
くことでその年の目標や希望を形にする素晴らしい習
慣です。
　児童生徒らには学年ごとに課題が出され、皆一生懸
命に筆を運んでいました。子どもたちは友達同士助け
あったり、時には補助員の力を借りるなどして作品を
仕上げていました。

小
町内小中学生が決意と目標を筆に託す
中学生書初め大会

　１月４日、能登町消防団出初式が行われ消防団員や
関係者らおよそ200人が参加しました。式典では令和
６年の地震と豪雨で犠牲になられた方に対し、哀悼の
意を表して黙祷が捧げられ、大森町長の式辞や新谷団
長の年頭の挨拶などが行われました。
　午前11時頃、宇出津港いやさか広場に移動した分団
員らは、住民の火災予防や防災意識高揚を祈念し、纏
を天高く突き上げ恒例の一斉放水を行いました。

能
纏を突き出し全分団一斉放水
登町消防団出初式

　１月10日、宇出津地内の酒垂神社では今年１年の交
通安全を願い祈願祭が営まれました。
　この祈願祭には能登町交通安全協会をはじめ、珠洲
能登安全運転管理者協議会、交通推進隊などの各団体
の代表が参列し、次々に玉ぐしを奉奠していました。
　また町内の児童に向け、お祓いを受けたランドセル
カバーが能登町交通安全協会の中山会長に託されまし
た。

酒
無事故で穏やかに健やかに過ごせますように
垂神社で交通安全祈願祭

　能登町真脇在住の井田留𠮷さんが、昨年秋の叙勲で
瑞宝単光章を受賞しました。
　井田さんは町立小木中学校を卒業した後、昭和37年
に旧能都町消防団高倉分団に加入し、班長や部長など
の階級で経験を積み、平成５年には分団長に就任しま
した。以来平成10年にその任を離れるまで、およそ36
年に渡って地域を見守り続けてきました。
　今回の叙勲は公的社会的な重責に在り、長年功労を
積み重ねてきた井田さんにふさわしいものでした。

井
地域の人々の安寧を守り続けた男の勲
田留𠮷さん瑞宝単光章を受賞

宇
当日は来場者 7,000 人が能登の味覚を堪能
出津港いやさか広場で寒ぶりまつり開催

　この日は稀にみる晴天に恵まれ、絶好の行楽日和と
なり、用意されたブリの刺身や切身は勿論、1匹丸ご
と重量別に区分されたブリも飛ぶように売れていきま
した。来場者の中には遠く九州や近畿から足を運ぶ人
もおり、それぞれ目当ての品を買い求めていました。
　恒例の姉妹都市である宮崎県小林市のブースも出店
され、特産の宮崎牛を使った「牛しゃぶ」の販売など
で大いに盛り上げていただきました。
　解体されたブリは 13㎏にも及ぶ大物で、振舞われ
たその身は、解体した調理人が感嘆するほどの脂の乗
りでした。　解説を交えつつ進む解体ショー

ブ
リ
し
ゃ
ぶ
を
堪
能
す
る
来
場
者
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登
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長
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登
町
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お
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よ
び
能
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町
議
会
議
員
補
欠
選
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能
登
町
議
会
議
員
補
欠
選
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能
登
町
の

能
登
町
の 

未
来
に
つ
な
が
る

未
来
に
つ
な
が
る 

こ
の
一
票

こ
の
一
票

33月月2323日日日日投票日

投票時間は夜 8時まで（一部投票所を除く）
当日投票できない方は期日前投票ができます

投
票
で
き
る
人

　

平
成
19
年
３
月
24
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
で
、
令
和
6
年
12
月
17
日
ま
で
に

本
町
に
住
民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
日

本
国
民
で
す
。

投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間

　

投
票
所
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の

表
1
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
投
票
時

間
に
つ
い
て
は
、
午
前
７
時
〜
午
後
８

時
と
な
り
ま
す
が
、
一
部
の
投
票
所
に

お
い
て
は
閉
鎖
時
刻
が
午
後
７
時
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

入
場
整
理
券

　

投
票
で
き
る
人
に
は
「
は
が
き
」
で

は
な
く
、
世
帯
ご
と
に
封
書
を
郵
送
し

ま
す
。
封
筒
の
中
に
は
１
人
１
枚
ず
つ

「
投
票
所
入
場
券
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

投
票
場
所
な
ど
を
確
認
し
、
自
分
の
入

場
券
を
持
っ
て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ

う
。
届
か
な
い
場
合
は
選
挙
管
理
委
員

会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の手続

き
は
お
早
め
に

　

出
張
や
旅
行
、
避
難
な
ど
で
期
日
前
投

票
に
も
行
け
な
い
人
は
、
滞
在
先
の
市
区

町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
利
用
に
は
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
が
必

要
で
す
。詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
な
が
れ

①
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
「
不
在
者
投
票

　

宣
誓
書
（
請
求
書
）」
を
提
出
す
る
。

　
（
書
面
に
よ
る
請
求
の
ほ
か
、
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン

　

に
よ
る
請
求
が
で
き
ま
す
。
フ
ァ
ク
ス
や

　

メ
ー
ル
等
で
の
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。）

②
投
票
用
紙
、
投
票
用
封
筒
（
内
封
筒
と

　

外
封
筒
）、
不
在
者
投
票
証
明
書
を
お

　

送
り
し
ま
す
。

③
届
い
た
書
類
一
式
を
持
っ
て
、
滞
在
し

　

て
い
る
自
治
体
の
選
挙
管
理
委
員
会
に

　

行
き
、
投
票
を
行
う
。（
滞
在
地
選
管

　

で
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

　

執
務
時
間
内
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　能登町長選挙および能登町議会議員補欠選挙が 3月 18 日告示、3月 23 日
投票で行われます。
　これからの能登町が進むべき方向を決めるための最も身近で大切な選挙で
す。候補者の意見に耳を傾け、確かな一票を投じてください。
　投票日に仕事など用事がある方は期日前投票や不在者投票を利用し、棄権
することのないようにしましょう。

問 町選挙管理委員会事務局　☎ 62-8532（総務課内）

投票区 投票所 閉鎖時刻 区域

第１ 能登町役場
　第1研修室・第2研修室 午後 8時

天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、桜町、三番町、仙
人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、栄町、中島町、浜小路、川原
町、上岩屋町、下岩屋町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、小棚木、大棚
木、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平、城野町、錦町、鳳寿荘、城山、羽根

第２ 町立うしつ保育所　ホール 午後 8時 四明ヶ丘、崎山1・2・3・4、宇出津新港1・2、辺田の浜、柳倉

第３ 町立三波公民館
　　　　多目的研修室 午後 7時 間島、波並、矢波、猪平

第４ 町立神野公民館　ホール 午後 7時 宇加塚、鶴町、曽又、下藤ノ瀬、上藤ノ瀬

第５ 町立鵜川公民館　図書室 午後 8時 七見、桜台、天神町、鵜川栄町、二区、神出町、浜出町、馬場出町、大工町、桜
木町、小垣、谷屋

第６ 町立瑞穂公民館　和室 午後 8時 吉谷、神道、八ノ田、町、院内、西安寺、爼倉、木住、三田、豊ヶ丘、武連、本木、
宮地、鮭尾、太田原、柏木

第７ 柳田総合支所　会議室 午後 8時 野田、金山、日詰脇、重年、百万脇、米山、笹川、石井、国光、鴨川、十郎原、
五十里、ひかり団地、さくら団地

第８ 町立小間生公民館　研修室 午後 7時 上長尾、小間生、鈴ヶ嶺、桐畑、久田

第９ 町立上町公民館　研修室 午後 8時 合鹿、中ノ又、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分、わすみ団地、こすもす、中
斉、神和住

第 10 町立岩井戸公民館　会議室 午後 7時 黒川、大箱、北河内、田代、下当目、上当目

第 11 内浦総合支所
　第1会議室・第2会議室 午後 8時

港町、第1港町、中町、浜町、白山町、御坊町、平尻町、第1元組、第2元組、鍛
治町、上出町、第1八幡、第2八幡、梅の木団地、枇杷坂団地、坪根、恋路、明
生、空林、もちの木団地、雇用促進住宅、布浦、鹿泊、比那、九ノ里、第2長寿
園、上東、上西、滝之坊、田代駒渡

第 12 町立不動寺公民館　和室 午後 7時 宮犬、不動寺、行延、山口、程谷、十八束、山中、満泉寺、国重、泉

第 13 町立秋吉公民館　集会室 午後 7時 九里川尻、秋吉、河ヶ谷、清真

第 14 町立白丸公民館
　　　　多目的ホール 午後 8時 立壁、四方山、向出、下出、新村、内浦長尾、新保

第 15 小木地域交流センター
　　　　ロビー 午後 8時 西町1・2、東町1・2・3、新町、下浜1・2・3・4、高浜1・2、三矢1・2、庄崎1・

2・3、高瀬1・2・3、越坂、上市之瀬、下市之瀬、明野

第 16 旧町立高倉保育所　遊戯室 午後 8時 姫向浜、姫中組、姫1・2・3、姫幸の港、真脇、羽生、小浦

表1　投票区・投票所一覧（予定）

点
字
や
代
筆
に
よ
る
投
票
も

　

視
覚
に
障
害
が
あ
る
人
は
点
字
投
票

が
で
き
ま
す
。
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
た

め
自
分
で
記
入
で
き
な
い
人
は
、
職
員

が
代
筆
す
る
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙

　

投
票
用
紙
は
２
種
類
あ
り
ま
す
。
色

は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
間
違
え
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
町
長
選
挙･･･

白
色

・
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙･･･

　
　
　
　
　
　

薄
い
ク
リ
ー
ム
色

期
日
前
投
票
の
ご
利
用
を

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
に
投

票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
の
場

所
お
よ
び
期
間
な
ど
は
次
ペ
ー
ジ
の
表

2
の
と
お
り
で
す
。

即
日
開
票

　

開
票
作
業
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後

９
時
か
ら
、
役
場
2
階
大
集
会
場
で
行

わ
れ
ま
す
。

表2　期日前投票所一覧（予定）
投票所 場所 開設期間 投票時間 投票可能地域

第 1 能登町役場  第1研修室・第2研修室 3/19～22 午前8時30分～午後8時

全域

第 2 柳田総合支所　会議室 3/19～22 午前8時30分～午後7時

第 3 内浦総合支所 第1会議室・第2会議室 3/19～22 午前8時30分～午後7時

第 4 町立鵜川公民館　図書室 3/21～22 午前8時30分～午後7時

第 5 小木地域交流センター　ロビー 3/21～22 午前8時30分～午後7時
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令和６年能登半島地震・奥能登豪雨

能登町復興計画を策定しました
　本計画では、復興の将来像として「次世代が希望を持てる持続可能なまちづくり」を掲げています。
　復興の主体である町民や事業者、行政、さらには関係機関や関係人口など、様々な主体が共に関
わり合いながら、「共に創る復興」を目指し、町民の思いを形にできるよう、令和７年２月に策定
しました。

復興計画策定にあたっての基本的な考え方

１．計画策定の背景
・令和６年１月１日「令和６年能登半島地震」、９月21日から 23日「令和６年奥能登豪雨」の二つの大
規模な災害が短期間に続けて発生したため、多くの町民が今後の生活に悩みや不安を抱えている状況で
す。この困難な状況を乗り越え、復興に向かうためには、今後の見通しを示し、早期に生活基盤である
住まいや生業の再建を進めるとともに、町内外の心と力を結集し、次世代が希望を持てる持続可能なま
ちづくりを進めていかなければなりません。

・地震や豪雨災害によって一層厳しくなった人的資源や財政状況ではありますが、本町の豊かな資源と魅
力を守り、これまでの地域課題や災害で顕在化した新たな課題の解決を目指します。そのため、今後の
復興まちづくりにおける基本的な方針と取り組みの方向性を示す最も基本となる計画として、「能登町
復興計画」を策定します。

２．復興の主体

３．計画期間

・復興の主体及び担い手は町民一人ひとりです。町民や事業者等と行政（国、県、町）、さらには関係機
関や関係人口等、様々な主体が多様に関わりながら共に創る復興を目指します。

・復旧・復興を実現するまでの期間は、９年間とします。

再生と創造に向けた５つの柱

１．再生と創造に向けた５つの柱
・基本理念の実現のために、「能登町の暮らしの循環」を念頭に置き、再生と創造を目指す４つの柱を中
心に取組を進めます。また５つ目の柱として「復興プロジェクトの創出」を組み込むことで、取組の継
続的な活性化と促進を図ります。

２．５つの柱に基づく分野別の取組

インフラの早期再生と強靭化１

　生活を支え、日常生活や生業の再生に不可欠である道路や上下水道等の復旧を促進します。また、
地震や豪雨による被災で明らかになった防災面での課題を踏まえ、災害に強い社会基盤の整備に取り
組みます。

方向性１　公共土木施設等の復旧・強靭化
◆ 道路の早期復旧・強靭化
◆ 海岸保全施設の早期復旧・強靭化
◆ 河川・河川施設の早期復旧・強靭化
◆ 港湾・港湾施設の早期復旧・強靭化

方向性２　農林水産施設等の早期復旧
◆ 農地・農業用施設の早期復旧
◆ 林道・治山施設の早期復旧
◆ 漁港施設の早期復旧

方向性３　ライフライン・公共施設等の復旧・
　　　　　強靭化
◆ 上下水道の早期復旧・強靭化
◆ ライフラインの強靭化
◆ 公共施設の在り方検討、再配置
◆ 公共施設の早期復旧

方向性４　持続可能な地域公共交通の検討
◆ 公共交通の復旧
◆ 地域公共交通等の見直し、利用促進
◆ のと里山空港の利用促進

山腹崩壊 (北河内トンネル） 被災箇所測量

災害復旧事業費の国による査定 道路応急復旧工事

能登町の暮らしの循環 再生と創造に向けた５つの柱

循環の修復・再構築
基本理念
１ 住宅・店舗等の再建、生活や産業の再生

２ 早期復興による人口流出阻止

３ 力強い未来を創造

１

２

３

４

５

インフラの早期再生と強靭化

くらしと地域コミュニティの
再建

生業（なりわい）の再建

安心してくらし続けられる
まちづくり

復興プロジェクトの創出

取
組
活
性
化
・
促
進
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くらしと地域コミュニティの再建２ 

　今後も安心して住み続けられるよう、町民の生活基盤となる住まいの再建や、地域コミュニティの
再建・活性化に取り組みます。また、「能登の里山里海」を守り、地域の大切な伝統文化を次世代に
継承できるように取り組みます。

方向性５　災害廃棄物の早期処理
◆ 災害廃棄物の撤去
◆ 災害廃棄物の広域処理

方向性６　応急仮設住宅等の確保
◆ 緊急の住まいの確保
◆ 入居者への支援
◆ コミュニティの形成支援

方向性７　住宅再建への支援や住宅の強靭化
◆ きめ細かい情報提供や住宅相談の実施
◆ 住宅の耐震化、宅地の復旧
◆ 町営住宅の復旧
◆ 生活環境の早期回復

方向性８　災害公営住宅の整備
◆ 災害公営住宅の整備

方向性９　安心・安全な居住環境の整備
◆ 地区別復興まちづくり計画の策定
◆ 被害や地域の特性に応じた整備、計画的な土地
　 利用の推進

方向性10　町民の憩いの場や交流の場の
　　　　　 再建と創出
◆ 公園等の復旧と防災機能の追加
◆ 公民館等の早期復旧
◆ 大屋根広場の利活用

方向性11　能登の里山里海の保全
◆ 能登の里山里海の景観保全
◆ トキ放鳥に向けた環境整備

方向性12　祭りや文化財の再建
◆ 祭りの再開・継承
◆ 文化財の復旧
◆ 神社仏閣等の再建

大屋根広場「みなとのニワ」

生業（なりわい）の再建３ 

　「能登の里山里海」に育まれた農林水産業や商工業・観光業の早期再建を図るとともに、被災後の
新たなつながりを生かした地域経済の活性化に向けて取り組みます。

方向性13　農林水産業の再建
◆ 農業の再建
◆ 林業の再建
◆ 水産業の再建
◆ 高効率・高付加価値化に向けた経営の推進

方向性14　商工業の再建
◆ 商工業の再建に向けた体制の構築
◆ 事業再開・持続化に向けた支援
◆ 起業・創業や事業継承に向けた支援

方向性15　観光業等の再建
◆ 地域観光資源の再生、受入体制整備
◆ 国内観光客やインバウンド等の誘客
◆ ＳＮＳ等を活用した情報発信の強化

方向性16　能登町ブランドの開発とＰＲ
◆ 魅力を生かした特産品開発、ブランディング
◆ 食文化（発酵食、地酒等）の魅力発信

方向性17　雇用の維持・創出、担い手の確保
◆ 雇用の維持
◆ 新たな事業の創出
◆ 各種生業の担い手確保

農業（水稲） 畜産業（能登牛）

安心してくらし続けられるまちづくり４

　一人ひとりが日常生活を取り戻すことができるよう、生活再建を支援します。また、「安心・安全
で健やかな能登の魅力ある暮らし」が実現できるよう、子育て・教育・保健・医療・福祉等の充実を
図るとともに、地震や豪雨による被災の教訓を踏まえた防災・減災対策に取り組みます。

方向性18　妊娠期から出産・子育て支援の確保・充実
◆ 子育て環境の充実
◆ こどもの遊び場の創出、こどもの居場所づくり
方向性19　学校教育の充実
◆ 学校施設等の復旧、安全で快適な教育の場の提供
◆ 児童生徒の心のケアと教職員への支援
◆ 学校における防災教育の充実
◆ 県立能登高等学校のバックアップ

方向性20　被災者の生活再建支援や相談体制の強化
◆ 被災者への経済的支援活用促進
◆ 災害ケースマネジメントの実施
◆ 住まいや生活の再建に向けた総合相談会の実施

方向性21　保健・医療・福祉の確保・充実
◆ 医療・福祉施設の復旧
◆ 保健・医療・福祉体制の強化
◆ 疾病予防対策とメンタルヘルスケアの充実

方向性22　生涯学習活動の充実
◆ 生涯学習・文化・スポーツ施設の復旧・機能強化
◆ 学びと憩いと癒しの場の提供
◆ 文化に接する機会の創出
◆ スポーツイベントの開催

方向性23　企業や大学、団体、ＮＰＯ等との連携強化
◆ 企業や大学、団体、ＮＰＯ等との連携
◆ 他自治体との協力体制の強化
◆ ボランティア活動の充実
◆ 地域ささえあいセンターへの支援体制の充実

方向性24　能登半島地震等の検証を踏まえた
　　　　　 計画や体制の見直し
◆ 災害対応の検証
◆ 地域防災計画やハザードマップの見直し
◆ 指定避難所等の機能強化
◆ 備蓄計画の見直し・防災倉庫の整備
◆ 災害時応援協定の充実
◆ 町民への情報伝達手段の充実

方向性25　地域防災力の強化
◆ 自主防災組織の育成・活動支援
◆ 防災施設（避難路、誘導標識等）の復旧・整備
◆ 防災訓練の実施
◆ 防災意識の醸成
方向性26　消防機能・防犯活動の充実
◆ 消防体制の見直し・機能強化
◆ 防犯活動の充実、交通安全の強化
方向性27　被災の記憶や記録の後世への継承
◆ 災害・復興記録の整理
◆ 災害記録誌の作成
◆ 災害の記憶の伝承

義援金や公費解体等の総合受付

復興プロジェクトの創出５ 

　次世代が希望を持ち、誇れるまちをつくるため、「能登の里山里海」に育まれた地域資源を活用す
るとともに、地震や豪雨による被災をきっかけにつながりをもった関係人口等と連携して、新たな人
材や投資を呼び込む創造的な復興プロジェクトの創出に取り組みます。

方向性28　能登町の未来を担うひとづくり
◆ 次世代リーダーの育成
◆ 多世代交流の促進
◆ ふるさとを愛する心の醸成

方向性29　人材や投資を呼び込む中間支援組織の設置
◆ 中間支援組織の設置
◆ 官民連携の取組
◆ 活動交流拠点「ノト クロスポート」の再建

方向性30　移住定住や二地域居住など関係人口
　　　　　 の創出と拡大
◆ 移住定住支援の推進
◆ 関係人口の創出拡大と二地域居住の促進
方向性31　デジタルやエネルギー等の先進技術の活用
◆ 被災者台帳の一元的な管理・運用
◆ ＩＣＴを活用したサービスの推進
◆ オフグリッド型のインフラ導入

　本計画の策定にあたり、多大なご尽力をいただいた復興計画策定委員会委員の皆様をはじめ、関係者の
皆様に深く感謝申し上げますとともに、引き続き、能登町の復興に向けたご支援を賜りますようお願い申
し上げます。
　能登町復興計画は、町ホームページで閲覧できます。
より詳細な情報を掲載していますので、ぜひご覧ください。
 問 復興推進課　☎62‒8529

災害公営住宅（熊本県南阿蘇村）

漁業（定置網漁） 観光交流センター
イカの駅つくモール

応急仮設住宅の見守り支援
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マイナンバーカード休日臨時窓口マイナンバーカード休日臨時窓口
日 時 ３月15日㊏　9:00～12:00

役場１階　住民課窓口
　マイナンバーカードのお手続きができる休日臨時窓口を開設しています。
　マイナンバーカードの受け取りや、マイナンバーカード申請用の顔写真撮影、暗証番号の再設定など、
マイナンバーカードの各種お手続きを受付しています。
　仕事などで平日に来庁が困難な方はぜひご利用ください。
　※戸籍や住民票の交付などの通常業務は取り扱っていません。
　※毎月第二土曜日に開設していた休日臨時窓口ですが、システムメンテナンスのため、令和７年３月
　　のみ第三土曜日に開設いたします。ご理解のほどよろしくお願いいたします。

問 住民課　☎ 62-8510

場 所

有料広告

令和６年度　住民税非課税世帯の皆様へ

令和６年度能登町物価高騰対策給付金のお知らせ
物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい低
所得世帯への支援として、令和６年度住民税非課税世帯に対し
て給付金を支給します。

給付額
１世帯あたり
　　　　　　３万円

上記対象世帯に 18歳以下の児童がいる世帯を対象に
「こども加算」として追加給付します。

給付額
対象児童１人あたり
　　　　　　２万円

支給対象

基準日（令和６年12月13日）において能登町に住民票があり、令和６年度「住
民税非課税者」のみで構成される世帯。※世帯全員が、住民税が課税されてい
る方の扶養親族等のみからなる世帯や、税務申告が必要にも関わらず未申告で
ある方が含まれる世帯は対象外となります。

こども加算
対象児童

基準日（令和６年12月13日）に世帯内で扶養している 18歳以下の児童（平成18
年４月２日～令和７年３月31日までに生まれた児童）が対象です。単身で寮に
入っているなど、別居しているが生計が同一の児童も含みます。

支給手続

対象世帯には２月中旬に、給付内容を記載した「支給のお知らせ」を送付しま
した。「支給のお知らせ」が届いた方は記載内容に誤りがない場合、原則お手続
きは不要です。３月中旬よりプッシュで支給いたします。
令和６年６月３日以降に世帯主の変更があった世帯等ついては、「確認書」を送
付いたしましたので、内容をご確認のうえ、必要事項を記入し、同封の返信用
封用にて返信してください。
※能登町に課税情報がない方が含まれる世帯については、令和６年度住民税課
税地において、非課税であることの証明を取得していただく場合があります。
不明な点などございましたら、下記までお問い合わせください。

確認書提出期限 令和７年３月31日㊊消印有効
問 能登町役場 健康福祉課（物価高騰対策給付金窓口）
　 ☎0768-62-8515　受付時間　平日9:00 ～ 17:00

令和６年度能登町低所得のひとり親世帯生活緊急支援給付金のご案内
　食費等の物価高騰に直面し、影響を特に受けるひとり親世帯に、実情を踏まえた生活の支援を行うため、
新たな給付金の支給を実施します！

ご不明な点などのお問い合わせ先は、役場健康福祉課児童福祉係　☎62-8513 です。

支給対象 基準日の令和６年12月13日において、能登町ひとり親家庭等医療費の給付対象者となっ
ている方で、物価高騰対策給付金（Ｒ６年度住民税非課税世帯）の対象ではない方

こども加算
対象児童 出生の日から 18歳に達する日以後の最初の３月31日までにある者

給付額 １世帯当たり３万円（児童１人当たり２万円加算）

支給手続 対象の方には、令和７年２月下旬頃に案内を郵送済みで、お手続きは不要です。
ひとり親家庭等医療費振込口座に令和７年３月中旬頃に支給予定です。

　　

能登町奨学生を募集します
　令和７年度能登町奨学金貸与を受ける生徒・学生を募集します。必要書類など詳細については、
町ホームページをご覧いただくか、教育委員会事務局までお問い合わせください。
◆貸与区分　金額（月額）
　高校　　　　20,000円
　短大・高専　25,000円
　大学　　　　30,000円
◆貸与資格
　以下の要件を満たす人。
　①本町に現に引き続き３年以上居住する者の子弟であること。
　②以下のいずれかに在学し、品行方正、学術優秀および身体強健であること。
　　・高等学校（特別支援学校の高等部を含む）
　　・高等専門学校または専修学校の修業年限が２年以上の高等科もしくは専門課程
　　・大学（大学院を除く）
　③学費の支弁が困難であること。
　④同一世帯もしくは、２親等以内の親族に町税等について滞納がないこと。
◆受付期間　令和７年４月10日㊍～４月30日㊌
◆提 出 先　教育委員会事務局または柳田総合支所 ･内浦総合支所

問 教育委員会事務局　☎62-8537
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件　名　　 場　所 担当課 入札執行日 契約額 落札者

令和 6年度　児童福祉施設災害復旧事
業　認定こども園柳田保育所災害復旧
工事（外構）

柳田 健康福祉課 R7.1.16 24,882,000 北能産業㈱

令和 6年度　能登町消防団小間生分団
詰所災害復旧工事

小間生 総務課 R7.1.16 57,948,000 北能産業㈱

令和 6年度　林地崩壊防止事業神和住
地区復旧工事

神和住 農林水産課 R7.1.16 6,985,000 ㈱モアグリーン

令和 6年度　内浦総合支所災害復旧工
事（舗装工）

松波 総務課 R7.1.16 34,210,000 北川ヒューテック㈱

令和 6 年度　6 災 5606 号　町道新保
明野 1号線道路災害復旧工事

新保 建設水道課 R7.1.16 12,683,000 ㈱ソテック

令和 6 年度　6 災 5610 号　町道桐畑
久田 1号線道路災害復旧工事

桐畑～久田 建設水道課 R7.1.16 33,748,000 北川ヒューテック㈱

令和 6 年度　6 災 5681 号　町道神和
住中斉 2号線道路災害復旧工事

神和住～
中斉

建設水道課 R7.1.16 18,590,000 丸建道路㈱

令和 6 年度　6 災 5817 号　町道 1 級
真脇小木 1号線道路災害復旧工事

姫 建設水道課 R7.1.16 29,524,000 島屋建設㈱

令和 6 年度　6 災 5847 号　町道太田
原 2号線道路災害復旧工事

太田原 建設水道課 R7.1.16 13,805,000 丸建道路㈱

令和 6 年度　6 災 9399 号　町道 1 級
上町越坂 1号線道路災害復旧工事

上町 建設水道課 R7.1.16 25,872,000 ㈱ソテック

令和 6年度　十郎原集落センター解体
工事

十郎原 総務課 R7.1.16 7,238,000 北能産業㈱

令和 5年度　道路メンテナンス事業道
路橋定期点検業務

管内 建設水道課 R7.1.16 7,018,000
NiX JAPAN ㈱　
能登営業所

令和 6年度　能登三郷斎場　土地・搬
入路等災害復旧工事

藤ノ瀬 住民課 R7.1.29 5,170,000 ㈲木村建設

令和 6 年度　環境資材倉庫災害復旧  
工事

藤ノ瀬 住民課 R7.1.29 13,970,000 ㈱鼎建設

令和 6年度　能登半島地震復旧事業　
松波小学校仮設校舎外構舗装工事

松波
教育委員会
事務局

R7.1.29 14,817,000 丸建道路㈱

令和 6年度　社会資本整備総合交付金
事業及び既設公営住宅復旧事業　能登
町町営住宅解体工事に伴う石綿含有建
材調査業務　その 2

七見　外１ 建設水道課 R7.1.29 5,038,000
㈱環境公害研究
センター

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 

入札結果 １月１日～１月31日

問企画財政課　☎62-8535

　　　

問町防災士会事務局（総務課危機管理室内）☎ 62-8533

能 防登 町 士災 会
「命を守る」

災害に強いまちを目指そう！

震災の記憶と記録⑨

「立っていられない程の揺れ」
　昼に食べたおせちの後片付けを終え、着替えのため階段に足を掛けたときに最初の揺れが来ました。慌

てて戻った廊下で、今度は最初とは比較にならない程の揺れが来ました。体を左右に振り回わされて、何

かに捉まろうとして目の前にあった柱に、声も出せずに必死にしがみついていました。台所では妻が、戸

につかまり押さえていましたが、その戸は２枚とも外れて倒れてしまいました。やがて揺れが収まるとす

ぐに外に飛び出し、しばらく家の様子を見ていると、玄関先の水道メーター付近から水が吹き出していた。

「安全な場所で動かない」
　家の中に戻ると、上にあった物は下に落ちていて、神棚の供物はこたつ周りに落ちて、水やお酒がこぼ

れていました。水道は使えませんでしたが、しばらくして電気は通りガスも使えたので、家で過ごす事に

しました。

　夜になり、食事の準備を始めた妻から「水を買って来て」と言われ、車で向かうと、途中に土砂崩れで

大きな石が道路の半分をふさいでいました。コンビニまで来ると、もちろん閉まっており周りは異様に暗

く、ここまで来てようやく被害の重大さを知りました。すぐに引き返すことにして、家まであと２キロの

地点で道路が陥没しており、タイヤをパンクさせてしまいました。何とか家まで帰りましたが、以降 10

日間車移動が出来なくなってしまいました。

「集落の状況」
　他地区に比べて自分の住む町内は、被害は比較的少なかったようですが、一人暮らしの高齢者が多く、

余震が続き不安に思われる方は話し相手がいると安心出来るということで、集会所に避難される方々もい

ました。

「生活用水の確保」
　翌日、地区内の防災保管庫に備蓄されていた保存水が各戸に配布され、数日分の飲料水は確保できまし

たが、その後は給水所まで水をもらいに行っていました。トイレ、洗濯等の生活用水は、水道工事が完了

する４月上旬まで、ほぼ毎日 50 メートル離れた川へ水を汲みに行く作業を続けました。

「これからの災害のために」
　山間部であり徒歩で地区内を移動するよりも車を利用することが多いのですが、一番必要な時に車が使

えなかったことに困りました。防災士として避難所で援助することもできなくて後悔しています。災害に

備えて今では、保存水を台所に置くことにしました。保存食や衛生用品は , 透明な収納箱に保管し、防災

リュックには水や救急セット、ライトや笛を入れて、いつでも持ち出せるよう整備しました。

　日頃より防災について意識し、備えが必要であると災害を体験していない方々に伝えていきたいと思い

ます。

　本谷　敏博（藤ノ瀬）
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【能登町役場】
〒 927-0492
宇出津ト字 50 番地 1
☎ 62-1000　FAX62-4506

4 階
　議会事務局　☎ 62-8540
3 階
　総務課　　　☎ 62-8532
　　危機管理室☎ 62-8533
　　秘書室　　☎ 62-8534
　企画財政課　☎ 62-8535
　教育委員会事務局
　　　　　　　☎ 62-8537
2 階
　建設水道課　☎ 62-8523
　農林水産課　☎ 62-8524
　農業委員会　☎ 62-8525
　ふるさと振興課
　　　　　　　☎ 62-8526
　復興推進課　☎ 62-8529
1 階
　住民課　　　☎ 62-8510
　会計課　　　☎ 62-8511
　健康福祉課
　　医療　　　☎ 62-8512
　　児童福祉　☎ 62-8513
　　健康推進　☎ 62-8514
　　福祉　　　☎ 62-8515
　　包括支援センター
　　　　　　　☎ 62-8516
　　介護保険　☎ 62-8517
　税務課 
　　納税　　　☎ 62-8518
　　収納　　　☎ 62-8519

■柳田総合支所☎ 76-8300
■情報ネットワークセンター
ＣＡＴＶ放送室☎ 76-8301
■内浦総合支所☎ 72-2500
■小木支所       ☎ 74-1111
■鵜川支所　　☎ 67-2221

今月の納期  3月31日月
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢
保
険
料

4 月 １
期

5 月 2
6 月 3
7月 1 4
8月 全 2 5
9月 1 1 3 6
10月 2 4 7
11月 2 3 5 8
12月 1 4 6 9
1月 2 3 5 7 10
2月 3 6 8 11
3月 4 4 7 9 12

行政相談　問総務課☎62-8532
日 時間 場所 行政相談委員

18 日㊋ 10:00 ～ 12:00
笹ゆり荘 廣橋相談委員

内浦総合支所
　第１会議室

宮谷内相談委員

相談内容　行政サービスに関する苦情、行政の仕組みや手続きに関する相談
などに応じます。

心配ごと相談　　問町社会福祉協議会☎72-2322
日 時間 場所

11 日㊋ 10:00 ～ 12:00 能登町役場 1階　相談室 1

18 日㊋ 10:00 ～ 12:00 内浦総合支所　会議室１

25 日㊋ 10:00 ～ 12:00 老人福祉センター　笹ゆり荘

相談内容　日常生活の困りごとや悩みなどにお応えします。

なんでも相談「カナリア」（電話相談）　
日 時間 相談電話番号

毎週㊋・㊍ 10:00 ～ 14:00 ☎ 0768-76-2874
※祝日、年末年始、お盆時期はお休みいたします

相談内容　家庭教育に関する悩み、夫・妻・パートナーからの暴力など、
一人で抱え込まないで、ご相談ください。

法律相談（法律相談（前日午後４時30分までに要予約）
 問金沢弁護士会☎076-221-0242

日 時間 場所 回数及び予約について

28 日㊎ 13:30 ～ 16:20
能登町役場
1階　研修室 1・2

無料、30分以内、
先着５名まで
予約順に時間が決まります

ひとり親家庭相談　　問健康福祉課☎ 62-8513
日 時間 場所

12 日㊌ 10:00 ～ 12:00 能登町役場 1階　相談室 1

相談内容　子育て、資格取得、貸付金など、母子父子自立支援員が応じます。

文化財防火デーにあわせて立入検査を行いました！
　毎年１月26日の「文化財防火デー」に伴い、能登消防署では１月28日㊋松波地区の浄土真宗本願寺派松岡寺と
曹洞宗萬福寺において消防法第４条に基づく立入検査を行いました。この検査では、歴史的な建造物である松岡寺
や萬福寺、保有している文化財の防火体制の確認を目的とし、消火器など消防設備に異常がないか、避難経路が確
保されているかなどの確認を行いました。
　文化財の保全には消防だけでなく、町民の皆様の協力が不可欠です。火の取扱いには注意し、タバコのポイ捨て
は絶対にやめましょう。私たち一人ひとりが文化財を大切にし、防火
意識を高めることで歴史と文化を守り、未来へ繋いでいきましょう！

消防署からのお願い
　能登消防署では、能登町内の公共施設、事業所へ毎月立入検査を
実施しています。立入検査は、その建物が消防法に沿った安全なも
のであるか、万が一、火災が発生した場合に被害を最小限に抑える
準備ができているかなどを確認するための重要な検査です。
　皆様の命や財産を守るためにも、立入検査へのご理解とご協力を
お願いします。

まちからのお知らせ＆ニュース
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自動車の検査･登録申請は､ 混雑を避けて､ お早めに！
　毎年３月末は、自動車の検査・登録が集中し窓口が大変混雑します。
　３月半ばを過ぎると名義変更や廃車の手続きがピークに達し、申請の処理に半日以上お待ちいただく状況となり
ます。
　このため、継続検査（車検）は有効期間の満了する日の 1ヵ月前から受検できる制度を利用し、可能な限り早
めに受検されますよう、また、名義変更や廃車の手続き等は３月上旬までに済まされますよう、ご理解とご協力を
お願いいたします。

※被災自動車の抹消登録等に関する手続きについての電話相談ダイヤルを開設しています。
※自動車の所有者の住所変更手続き等については、マイナンバーカードを使った自動車保有関係手続の
　ワンストップサービス（https://www.oss.mlit.go.jp/portal/) サイトからネット申請が可能となっています。

問 北陸信越運輸局 石川運輸支局
　 登録に関すること　☎050-5540-2045　被災自動車の抹消登録等の手続きに関すること　☎050-5540-2056
　 検査に関すること　☎050-5540-2045　自動車関係手続きワンストップサービス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電子申請）に関すること　☎050-5540-2000

国家公務員採用試験案内
　人事院は、2025年度国家公務員採用試験を次のとおり実施します。
　申込方法や受験案内等は、人事院ホームページの「国家公務員試験採用情報NAVI」でご確認ください。
　また、各試験の申込みはインターネットにより行ってください。（https://www.jinji.go.jp/saiyo/siken.html）

◇総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）
　受付期間　　　 終了済
　第１次試験日　 ３月16日㊐

◇一般職試験（高卒者試験・社会人試験＜係員級＞）
　税務職員採用試験

　受験案内等の人事院ホームページ掲載日　５月７日㊌
　受付期間　　　６月13日㊎～６月25日㊌
　第１次試験日　９月７日㊐

問 人事院中部事務局 第二課試験係　☎052-961-6838

◇一般職試験（大卒程度試験）
　受付期間　　　～３月24日㊊
　第１次試験日　 ６月１日㊐

◇総合職試験（大卒程度試験＜教養区分＞）
　受験案内等の人事院ホームページ記載日　７月８日㊋
　受付期間　　　８月１日㊎～８月25日㊊
　第１次試験日　10月５日㊐

ポリテクカレッジ石川 春のオープンキャンパス開催します！
　石川職業能力開発短期大学校（愛称：ポリテクカレッジ石川）は、企業で即戦力となるテクニシャン・エンジニ
アを育成しています。学生たちは多くの県内優良企業に就職し、ものづくり産業を支えています。
　オープンキャンパスでは、当校の魅力をお伝えするプログラムをご用意しております。この機会に、ぜひ参加し
てください！
※令和６年４月から北陸職業能力開発大学校（富山県魚津市）のキャンパスに一時移転して授業を行っております。

日時：３月23日㊐　午前の部９:30 ～ 12:00、午後の部13:00 ～ 15:30
場所：北陸職業能力開発大学校（〒937-0856 富山県魚津市川縁1289‒1）
内容：学校説明、施設見学、体験授業など
お問い合わせ・お申し込み：ポリテクカレッジ石川 学務援助課　☎0765-23-0169
　　　　　　　　　　　　　もしくは右記申込フォームへ

有料広告

弁護士無料法律相談弁護士無料法律相談
　多様化・複雑化する相談内容に対応するため、法律の専門家である弁護士を招いての、無料法律相
談を開催します。

日時　３月７日㊎　13:30 ～ 15:30
場所　内浦総合支所 松波13字75番地１　☎72-2322
予約　必要（原則２日前まで）
　　　※相談時間は１人につき 30分を限度とし、１回につきおおむね４人までとします。
予約および問合わせ先　町社会福祉協議会　☎72-2322

国民年金保険料　学生納付特例の申請について
　学生納付特例制度により、令和６年度に保険料納付を猶予されている方で、令和７年度も引き続き在学予定の方
は、４月以降に順次、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送いただくことにより、令和７年度の申
請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、令和７年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付をご希望の場合は納付書を作成してお送りしま
す。お手数をおかけしますが、年金事務所までお問い合わせください。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、保険料を全額納付した時に比べ、将来受け取る年金額が少なくなります。
これを補うために、学生納付特例が承認された期間の保険料は、10年以内であれば、あとから納めること（追納）
ができます。

問 七尾年金事務所　☎0767-53-6511　

令和７年度「女性・地域県政学習バス」参加団体募集
　女性・地域の団体を対象に、県及び市町等の施設見学を通して県政に対する理解を深めていただくことを目的に
実施します。
　※複数の団体が合同で申し込むこともできます。　※詳細は県HPをご確認ください。

対　　象：女性バス：奥能登地区在住の女性の団体・グループ（女性部等）
　　　　　地域バス：奥能登地区在住の 18歳以上の方からなる団体・グループ（町内会等） 
参加人数：20 ～ 50人の団体
運行期間：令和７年５月７日㊌～ 11月28日㊎
申込締切：令和７年３月７日㊎まで（必着）
 問 石川県奥能登総合事務所企画振興課　☎0768-26-2303
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図書館へおいでよ図書館へおいでよ

・普通の子　朝比奈あすか／著
・ロスト７　真山仁／著
・翳りゆく午後　伊岡瞬／著
・ヒポクラテスの困惑 　中山 七里／著

中央図書館の新刊

怪獣省予報班の岩戸正美が搭
乗した飛行機の中で、殺人事
件が発生してしまう。閉鎖さ
れた空間での混乱の中、飛行
怪獣が姿を現す。また、ロシ
アに現れた 2種の怪獣が、武
器庫を襲い核をのみ込み…。
「殲滅特区の静寂」の続編。

幕末に生まれ、昭和初期にか
けて日本美術の近代化に努め
た男は、獲物を求め下野を旅
した話を語り始めた。それは
「江戸」という時代の身の上
話でもあった -。近代美術の
すごみが横たわる時代小説。

・矢部太郎の光る君絵 　矢部太郎／著
・空き家は使える！戸建て賃貸テッパン投資法　宮崎俊樹／著
・あなたにもできるスピリチュアルケア　小澤竹俊／著
・子どもを救う親子の会話　「不安の時代」への処方箋 アビゲイル・ゲワーツ／著

中央図書館
　☎ 62-8520
　開館 9:00 ～ 18:00
　　　（㊏ ･㊐は 17:00 まで）
　休館㊊・㊗
松波図書館 ( 分館 )
☎ 72-1819
開館 9:00 ～ 17:00
休館㊐・㊊・㊗

柳田教養文化館
　☎ 76-1585
　開館 10:30 ～ 18:30
休館㊐・㊗

３月のカレンダー

㊡＝休館日　　＝中央図書館　　＝松波図書館（分館）　　＝柳田教養文化館中 松 柳

館内整理休館

館内整理休館
　　13:30 ～
あゆみ読書会

10:30 ～
加夢加夢おはなし会

どなたでも参加できます！
各保育所に申し込み後、ご参加ください。

公立保育所
（認定こども園） 日　時 内　容

鵜川保育所 ４日㊋
午前 10:00~11:00

おもちゃで遊ぼう

うしつ保育所 13日㊍
午前 10:00~11:00

コーナー遊びを楽しもう

柳田保育所 ６日㊍
午前 10:00~11:00

いっしょに遊ぼう !
育児相談・情報交換

　　

☎62-1503

★子育て支援ルームの行事　　小学生以上対象　　要申込申小

　　　問珠洲警察署☎ 82-0110
　　　能登庁舎☎ 62-1334

ふれあい保育
月の

■芥川賞・直木賞
年に２回（１月・７月）発表の有名賞 !!
【芥川賞】単行本出版前の文芸誌掲載作品の中から選考。
【直木賞】単行本で出版された作品の中から選考。
第172回（2025年１月発表）
　芥川賞　『DTOPIA』　安堂ホセ
　　　　　『ゲーテはすべてを言った』　鈴木結生
　直木賞　『藍を継ぐ海』　伊与原　新
※人気のため状況により各館、ご予約にて順次貸出を行って
　おります。

高高度の死神 
大倉 崇裕／著

下垣内教授の江戸    
青山文平／著

中

大切な子どもたちを
地域ぐるみで見守りましょう

こどもみらいセンター
◆開館　　月～金曜日　９:15 ～ 17:00
　　　　　土曜日　　　９:15～16:00
◆休館日　日曜・祝日

１日㊏ 13:30～　ひなまつりフラワーアレンジメント
　　　　　　　　　　参加費：300円
 ７日㊎ 16:00～　ごいたの集い
11日㊋ 10:00～　★おでかけふれあいセラピー
14日㊎ 10:30～　★身体測定＆ふれあい遊び
　　　　　　　　　　持ち物：母子手帳
17日㊊ 10:30～　★ベビーノーム『マタニティ＆ベビーヨガ』
　　　  16:00～　ロディヨガ＋こども食堂
18日㊋ 14:00～　バスケットボール大会
24日㊊～29日㊏ 9:30～　入園・入学・進級おめでとう！
　　　　　　　　　　　　ブックサンタからの本の贈り物
25日㊋ 13:30～　みらいセンターのど自慢
26日㊌ 14:00～　こどもまんなか会議
28日㊎ 13:30～　第４回小学生ごいた大会
31日㊊ 13:30～　春休みLaQで遊ぼう

まつなみキッズセンター ☎72-0269

◆開館   10:00～18:00　 ◆休館日　日・月曜

５日㊌ 15:00～　おはなしボランティアひまわり
12日㊌ 15:00～　ひなまつりミニお茶会
14日㊎ 15:30～　体育教室
19日㊌ 12:00～　キッズ食育の日「サンドイッチを作ろう」10人限定
22日㊋ 12:00～　こども食堂おむすび　20人限定
　　　  13:00～　おはなしボランティアひまわり
26日㊌ 14:00～　あっぷるたいむ「モルック大会」
４月１日㊋ 13:30～　春休みLaQで遊ぼう～ハカセがやってくる！～

松柳

松柳

松柳
柳

■展示コーナー
【下半期ベスト100】 
2024年10月～2025年２月末までの
貸出ランキングをお届けします！
栄冠に輝く本はどれだ！？

中松

中松

柳松

小

柳中松

小 申

申

覚えよう
「いかのおすし」

中松

中松

小 申

小 申

ひな人形展示
地域から集まってきたひな人形を展示します。ぜひお越しください。
　期間　～４月５日㊏　10:00 ～ 17:00　※休館日を除く

　通学時間に合わせて庭の掃
除や犬の散歩・畑仕事をして
いただくなど、地域全体で子
どもを見守る目を増やすよう
に、御協力をお願いします。

小 申

柳松 中松

乳児～高校生

小

申
申

大切な子どもたちを

もうすぐ新学期もうすぐ新学期

こんなバイトは闇バイトです

絶対に連絡絶対に連絡
しない！しない！
個人情報を個人情報を
教えない！教えない！
免許証・免許証・
保険証保険証
マイナンバーカードマイナンバーカード
などのコピーなどのコピー
を送らない！を送らない！

申

年中～小低学年 申

申
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公立宇出津総合病院だより公立宇出津総合病院だより
☎62-1311 http://www.hospitalnet.jp/

■感染防止にご協力ください。
○当院では、入院患者様との面会を制限しています。
○発熱や咳などの症状がある方は、まずはお電話でご相談ください。
　その際、感染者との接触歴等がある場合はお申し出ください。
○冬はインフルエンザ・新型コロナ感染症が流行します。
　来院時の検温、マスク着用、手指消毒にご協力ください。

■診療日のご案内
○糖尿病・内分泌外来
３日㊊・17 日㊊・31 日㊊

福祉ガイド福祉ガイド

１　対象者
　精神障害者保健福祉手帳（旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄に第１種または第２種の記載のあるもの）
　をお持ちの方
※第一種：精神障害者保健福祉手帳１級
　第二種：精神障害者保健福祉手帳２級または３級
※手帳に顔写真が添付されていない場合には割引を受けられません。割引を受けるためには、手帳の再発
　行申請（写真あり）を行ってください。

くらしの掲示板 INFORMATION
「心のバリアフリー作品展」のご案内

　毎年４月２日は「世界自閉症啓発デー」 、４月２日～４月８日は「発達障害啓発週間」です。
　自閉症及び発達障害児者の絵画や書道などの「心のバリアフリー作品展」を開催します。作品展を通じて自閉症
や発達障害についての個々の特性や障害を理解するきっかけにしませんか。

展示場所 ： のと里山空港 2 階 ＰＲコーナー（輪島市三井町洲衛10-11-1  能登空港ターミナルビル 2 階）
実施期間 ： 令和７年３月25日㊋～４月７日㊊
実施主体 ： 能登北部保健福祉センター 健康推進課

問 石川県能登北部保健福祉センター 健康推進課　☎0768-22-2012

広報のと有料広告募集中
この大きさは「1号広告」（縦45㍉、横88㍉）です。
 1 号広告月額　町内 8,000 円、町外 10,000 円

掲載は申込希望月の前々月の 25 日までの申込が必要
です。（例：9月号掲載の場合は、7月 25 日まで）

問総務課 CATV 放送室☎ 76-8301    

「海を愛し、海を守る。」
海上保安官募集！

　～海上保安庁では、海上保安学校学生（特別）及び
　　　　　　　　　　　　海上保安官採用試験を実施します～　

★海上保安学校学生（特別）（高等学校卒業程度）　
受験資格　高校又は中等教育学校を卒業してから 13年未満の者
　　　　　2025（令和７）年９月までに高校又は中等教育学校
　　　　　を卒業する見込みの者
　　　　　高等専門学校の第３学年の課程を修了してから 13年
　　　　　未満の者
受付期間　～３月13日㊍まで
第１次試験日　令和７年５月11日㊐
第２次試験日　令和７年６月４日㊌～６月25日㊌のうち１日

★海上保安官（大学卒業程度）
受験資格　1995（平成７）年４月２日以降生まれの大卒者
　　　　　または卒業見込みの者
受付期間　～３月24日㊊まで
第１次試験日　令和７年５月25日㊐
第２次試験日　令和７年７月８日㊋～７月15日㊋のうち１日

受験申込み専用アドレス
[https://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html]
その他の詳細は、人事院ホームページ（国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ）
[https://www.jinji.go.jp/saiyo.html] をご覧ください。

　　　　第九管区海上保安本部総務部人事課
　　　　TEL : 0120-444-576（フリーダイヤル）
　　　　H  P：https://www.kaiho.mlit.go.jp/09kanku/

３月８日は
国際女性デー

　３月８日は、女性の権利と政治・経済分野
への参加を推進していくため、1975年に国
連が定めた「国際女性デー」です。
　この日は「ミモザの日」とも呼ばれ、黄色
いミモザの花がシンボルとして親しまれてい
ます。

　　　　　
　　　　

九管区HP
QRコード

精神障害者の JR割引が精神障害者の JR割引が令和７年４月１日令和７年４月１日から始まりますから始まります

　お持ちの精神障害者保健福祉手帳に旅客鉄道株式会社旅客運賃減額欄がない場合は、役場または
各支所窓口にてスタンプの押印を受けることで、割引の対象者となることができます。

２　割引の概要
　（１） 介護者の方と一緒に利用する場合
　・手帳をお持ちの方と介護者の方で同一区間の乗車券類を購入いただきます。
　・割引となる介護者の方は１名です。

対象者 対象となる乗車券類 割引率

第一種精神障害者の方と介護者の方 普通乗車券、回数乗車券、普通急行券、
定期乗車券（小児定期乗車券を除く） ５割

12歳未満の第二種精神障害者の方と
介護者の方 定期乗車券（小児定期乗車券を除く） ５割

　（２） 手帳をお持ちの方がひとりで利用する場合
　　　 片道の営業キロが 100 キロを超える場合に限ります。

対象者 対象となる乗車券類 割引率

第一種精神障害者の方
第二種精神障害者の方 普通乗車券 ５割

３　利用方法等
　（１）割引乗車券は、駅の窓口で販売しています。乗車券の購入に際しては、手帳を駅係員に提示して
　　　 ください。
　（２）列車を利用する際にも、必ず精神障害者保健福祉手帳をお持ちいただき、係員から提示を求めら
　　　 れた場合は提示をしてください。
　（３）割引内容、利用方法等に関する詳細をお知りになりたい場合は、JR にお問合せください。
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健康生活・健診情報・健康ガイド健康生活・健診情報・健康ガイド 健康ガイド健康ガイド
１歳６ヵ月児健診１歳６ヵ月児健診
日　時　５月13日㊋ (受付)12時30分～12時45分
場　所　能登町役場　２階大集会場
対象児　令和５年８月16日～ 11月10日生まれ
持ち物　母子健康手帳、健診おたずね票

乳児健診乳児健診
日　時　４月15日㊋ （受付)12時30分～12時45分
場　所　能登町役場　２階大集会場
対象児　令和６年11月21日～12月31日生まれ
持ち物 母子健康手帳、健診おたずね票、バスタオル

【受付時間】9:00 ～ 12:00
　都合により当番医が変更になる場合がありますので、あらかじめ電話してから受診してください。

2 日㊐ 9日㊐ 16 日㊐ 20 日㊍・㊗ 23日㊐ 30 日㊐

尾張内科クリニック
☎（0768)52-1515
穴水町字此木

輪島診療所
☎（0768)23-8686
輪島市堀町

瀬戸医院
☎（0768)42-0023
輪島市門前町

嘉門内科クリニック
☎（0768)22-6776
輪島市杉平町

桶本眼科
☎（0768)22-4056
輪島市釜屋谷町

舩木クリニック
☎（0768)23-0866
輪島市釜屋谷町

千間内科クリニック
☎ 62-1001

能登町宇出津山分

なかたに医院
☎ 82-8333
珠洲市上戸町

升谷医院
☎ 72‒1151
能登町松波

小西医院
☎ 82‒6800
珠洲市正院町

小木クリニック
☎ 74‒1711
能登町小木

みちした内科クリニック
☎（0768)82-0877
珠洲市飯田町

休日当番医
能登北部医師会３月の

3 月は自殺対策強化月間です3月は自殺対策強化月間です
一人ひとりが身近な人たちの「ゲートキーパー」となり、大切な命を守りましょう。
【ゲートキーパーとは】
　身近な人の“こころの SOSサイン”に気づき、声をかけ、適切な対処ができる人です。
「命の門番」とも言い、こころの SOSサインに①気づき、②相手の気持ちに寄り添って話を聴き、③適切な
支援につなげ、④見守っていく人のことです。あなたの勇気と行動で救える命があるのです。
【震災後の心と体の変化が長引いていませんか】
　〇眠れない　　　〇イライラする　　　　　　　　　　〇誰とも話す気になれない
　〇不安が強い　　〇あの時の光景が繰り返し浮かぶ　　〇身体の調子が悪い
　ショックな出来事を体験した後、私たちの心と体にはさまざまな変化が起こります。多くは時間がたつと自
然に回復していきます。症状が長引いている場合は、こころのクリニックへの受診や下記の窓口に相談をお勧
めします。
【対応方法】
１．休息をとりましょう
２．食事や水分を十分にとりましょう
３．お酒やカフェイン（コーヒー、緑茶、紅茶など）のとりすぎに注意しましょう
４．心配や不安を一人で抱えずに、周りの人と話しましょう
５．お互いに声をかけましょう
６．リラックスする時間をもちましょう
　　（ストレッチ・お腹や太ももなどへの温罨法・腹式呼吸など）
＜不安や心配を和らげる呼吸法＞
☆『６秒で大きく吐き、６秒で軽く吸う』朝・夕５分ずつ行う
【電話相談窓口】
　●石川こころのケアセンター
　　＜被災者相談ダイヤル＞
　　　☎０１２０－３３３－２４７（フリーダイヤル）※平日　９:00～ 17:00
　　＜支援者サポートダイヤル＞　被災者を支援している方のご相談に応じます。
　　　☎０１２０－５５５－４４２（フリーダイヤル）※平日　９:00～ 17:00
　●こころの避難所：日曜日につながる電話相談
　　　☎０１２０－１１１－９１６（フリーダイヤル）※毎週日曜日　13:00 ～ 18:00
　●石川県こころの相談ダイヤル
　　　☎０７６－２３７－２７００　※平日　９:00～ 17:00
　　　☎０５７０－７８３－７８０　※平日夜間　17:00 ～翌９:00　土日祝日

こころの健康相談（訪問・面談など）
　職場や家庭における“こころ”の悩みや不安について、相談に応じます。
　毎週木曜日　13:30 ～ 15:00（要予約）
担当：精神科医師（穴水こころのクリニック）　申込み：健康福祉課　健康推進係　☎62-8514

３月１日～７日は子ども予防接種週間３月１日～７日は子ども予防接種週間３月１日～７日は子ども予防接種週間
　～小学校入学前に、麻しん風しん予防接種（第 2期）を忘れずに～

　予防接種をまだ受けていない方は３月末日までに忘れずに接種しましょう（母子手帳で要確認）
対象　保育所・こども園年長児（平成 30 年４月２日～平成 31 年４月１日生まれ）
期限　令和７年３月 31 日　※４月以降は公費対象外となり、自己負担が約 1万円かかります。
　　　　　　　　　　　　  ※予診票紛失の場合は、健康福祉課（☎ 62-8514）まで
　他に、日本脳炎や二種混合（ジフテリア・破傷風）等まだ受けていない方は小中学校入学までに早めに接種しま
しょう。

インフルエンザの予防接種助成金交付申請について（お知らせ）インフルエンザの予防接種助成金交付申請について（お知らせ）インフルエンザの予防接種助成金交付申請について（お知らせ）
対 象 者　65 歳以上　または　
　　　　 １歳～高校３年生の年齢（平成 18 年４月２日以降生まれ）で全額を払って接種した方（接種時の年齢）
助成金額　予防接種にかかる費用から自己負担 1,200 円を除いた額
申請期限　令和７年３月 31 日
申 請 先　役場窓口（健康福祉課、柳田・内浦総合支所、鵜川・小木支所）
持 ち 物　インフルエンザ予防接種の領収書、振込先のわかるもの、接種済証や母子手帳など接種したことがわか
　　　　　るもの、本人確認書類（接種した方、申請者）

日時：３月13日㊍
場所：能登町役場
時間：９:00 ～ 12:00　13:00 ～ 15:00
【献血の対象年齢】
200㎖献血：16歳～ 69歳
　　　　　 男性 体重45㎏以上　女性 体重40kg以上
400㎖献血：17歳～ 69歳（女性は 18歳から）　
　　　　　 男女とも 体重50kg以上
＊65歳～ 69歳の献血については、献血される方の健康を
　考え、60～64歳のあいだに献血経験がある方に限ります。
＊200㎖献血は、必要量が確保次第終了となりますので、
　早めにお越しください。
＊献血Webサイト「ラブラッド」【https://www.kenketsu.jp/】
　に会員登録をすると、事前に献血の予約ができます。
　また血液検査の結果通知が早く見れます。

　高齢者の嚥下状態に応じた栄養と食の支
援について、講話と調理実習を通して学ぶ
講座です。

【日時】令和７年３月12日㊌
　　　 10:00 ～ 12:00頃
【場所】コンセールのと
【対象】介護食について学びたい方
【定員】12名
　　　　（※定員になり次第締め切ります）
【参加費】無料
【持ち物】エプロン・三角巾・マスク
【連絡・申込先】
　健康福祉課　☎62-8514
【申込締切】３月５日㊌

献血のお知らせ 介護食講座のご案内



29_NOTO＋2025.03 28

能登高校魅力化プロジェクト・まちなか鳳
ほうすう

雛塾

総合的な探究の時間
　能登高校魅力化プロジェクトでは、能登高校の正課である「総合的な探究の時間（総探）」を積極的にサポート
しています。総探では、生徒たちが地域社会の課題をテーマにした問題解決型学習に取り組んでいます。魅力化ス
タッフも伴走者として各チームに参加し、毎週各チームの探究活動を支えています。
　今回の記事では、魅力化スタッフがサポートした活動の中から、ごく一部ではありますが活動の進捗をご紹介し
ます。

地域とのつながりを築く：「能登高生と仲良くならん会」
　１月11日「能登高生と仲良くならん会」が能登高校で開催されました。このイベントでは、高校生15名と地域
の社会人15名が参加し、地域と高校生がどのようにつながり、共に地域を盛り上げていくかをテーマに意見を交
換しました。
　企画・運営したのは「高校と地域のつながりや交流」に課題意識を持っているチームです。今回の企画では「ど
うすれば高校生と地域がつながれるのか」「どんなイベントを企画実施したらよいのか」を地域の大人と高校生た
ちが話し合いました。企画したチームの課題意識や事前に調査したアンケート結果の発表があり、それを踏まえて
参加者は活発に意見を出し合いました。
　初対面の大人と高校生もいる中、参加者たちが自然に対話できるような環境作りも手が込んでいました。高校生
たちは事前に「自己紹介の中でバレずに嘘をつけるか」というミニゲームや「じゃんけんで勝つとお菓子がもらえ
る」などの仕掛けで、アイスブレイクを準備していました。その後の意見交換もグループ分けや、メンバー交代な
どスムーズに多くの人と交流できる工夫が凝らされていました。
　企画した高校生の工夫の甲斐もあって、参加者からは「普段話す機会のない人たちと関わることができて楽しかっ
た」などの感想が寄せられました。

地域の仕事を知る：仕事図鑑作成と「ノトノカ」へのインタビュー
　「地域の仕事作り」を解決しようと考えているチームもあります。高校生が地域で活躍する方々を取材し、その
仕事の内容や魅力を紹介する「仕事図鑑」という冊子を作成しています。その一環として、能登町で里山資源を活
用した活動を行う「ノトノカ」の佐野さんをインタビューしました。
　「ノトノカ」は、森林資源を有効活用した製品開発を通じて、里山の未来を守る取り組みを行っています。高校
生たちは、精油（エッセンシャルオイル）の製造工程や森林保全活動の具体的な内容について学びました。また、
里山を持続的に活用するための課題や解決策について考える時間も設けられ、自らの将来と地域との関わりについ
て深く考える機会となりました。
　この取材活動を通じて、高校生たちは地域資源の可能性を知り、「地域の財産を守りつつ、新たな価値を生み出す」
という視点を学ぶことができました。佐野さんのほかにも取材を重ねた仕事図鑑は2月中旬の完成を予定しており、
地域で働く魅力的な仕事を知るきっかけとなることを目指しています。

塾時間　平日 16:00~22:00
利用料：3,000 円 / 月
※別途教材費がかかる場合があります。
※その他、能登町公営利用料徴収規則に基づき、各種減免措置があります。
　詳しくはお問合せください。
※現在中学生クラスは募集を停止しております。

能登町営まちなか鳳雛塾
〒 927-0433　石川県鳳珠郡能登町字宇出津タ-80

☎ 0768-84-5282（受付時間 平日 16:00 ~ 21:00 ）

machinakahousu machinakahosu

地元の味を届ける：寒ぶりまつりでの「ご当地おむす美」販売
　１月19日に開催された寒ぶりまつりでは、能登高校家庭部が開発した「ご当地おむす美」が販売されました。
このおむすびは、地元名産の「ぶり」と伝統的な発酵調味料「いしり」を使用するなど、能登の食文化を存分に味
わえるおにぎりです。
　この商品は、能登高校家庭部の生徒たちがワークショップにて企画し、製造・販売までを行いました。販売当日
は、100個以上も売り上げるなど、大きな反響を呼びました。生徒たちは、能登の食材の魅力を発信できた喜びと
ともに、自分たちの取り組みが地域の方々に受け入れられた充実感を感じています。販売にあたりご協力いただい
た能登町商工会青年部の皆様ありがとうございました。

▲寒ぶりまつりでの「おむす美」販売 ▲英検対策授業

▲能登高生と仲良くならん会 ▲ノトノカの佐野さんへのインタビュー

英検合格を目指して！まちなか鳳雛塾の英検対策授業
　１月17日、能登高校で英検が実施されました。生徒たちは塾に来て英検の参考書や問題集に励んでいます。
　まちなか鳳雛塾では、試験の約１週間前から英検３級、準２級、２級の対策授業を行いました。英検は、進学や
就職において有利になるだけでなく、生徒たちが英語を実践的に学ぶための目標として重要視されています。今回
の授業では、主にリスニングとライティングに重点を置き、生徒たちが効率的に実力を伸ばせるようサポートしま
した。
　近年の入試では事前に取得した英検のスコアが得点に換算されるなど、非常に重要な存在になっています。他地
域では英検受験に対して補助金を出す動きも見られ、受験生にとって検定取得の位置付けは大きく変わってきてい
ます。まちなか鳳雛塾でも英検対策に力を入れ、塾生の進路実現に有利な状況を積極的に作っていきます。
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こ せ き
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1/1 ～ 1/31
敬称略。個人情報保護のため希望
のあった人のみ掲載しています

（前月比）
◉◉人口・世帯数    人口・世帯数    ２月 1日現在２月 1日現在

人口（人） 14,260 － 68
男 6,828 － 37 
女 7,432 － 31

世帯数（戸） 6,891 － 29
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お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
の
と
№
２
３
９
令
和
７
年

２
月
号

35
頁
の
善
意
の
窓
で
、
梶
原
須
美

子
様
の
ご
住
所
が
上
長
生
と
表
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

上
長
尾  

と
な
り
ま
す
の
で
、
訂
正

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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真
言
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町
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郷
結
衆
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輪
島
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Ｒ
Ｅ
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Ｉ
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Ｔ
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宇
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静
岡
和
太
鼓
連
合
（
静
岡
県
）

日
本
回
転
寿
司
協
会
（
東
京
都
）

全
日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟　

ア
ス
リ
ー
ト
委
員
会

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
支
援
金
・
物
資
な
ど

※
順
不
同
、
敬
称
略
、
１
月
１
日
〜
１
月
31
日
受
付
分

たくさんのご支援ありがとうございます

問能登里海教育研究所☎ 74-1017
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能
登
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ら
世
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へ
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界界界
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界界
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へへへ

さ
あ
、
は
じ
め
よ
う

さ
あ
、
は
じ
め
よ
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里
海
研
」

「
里
海
研
」

能登町羽根海岸のキクメイシモドキ
（能丸恵理子氏撮影）

　

こ
う
し
た
発
見
は
、
こ
れ
ら
の
海
域
で
こ
れ

ま
で
潜
っ
て
調
査
す
る
人
が
少
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
海
水
温
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
温
暖
な
海
に
生
息
し
、
磯
焼
け
の
一

因
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ウ
ニ
の
仲
間
の
ガ
ン
ガ

ゼ
類
の
例
を
み
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
暖
か

い
時
期
に
能
登
半
島
で
見
る
こ
と
は
で
き
て
も
、

冬
に
は
海
水
温
の
低
下
に
耐
え
ら
れ
ず
死
滅
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
最
近
の

研
究
で
は
、
能
登
町
小
木
の
海
な
ど
で
冬
を
越

し
て
も
生
き
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
特
に

冬
の
海
水
温
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も

要
因
の
一
つ
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

（
詳
し
く
は
「
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

研
究
報
告
」
第
29
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

そ
れ
で
は
、
能
登
の
海
で
冬
を
越
せ
る
造
礁

サ
ン
ゴ
も
増
え
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？
対
馬

海
流
を
少
し
南
西
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
隠
岐
諸
島

　

本
誌
２
０
２
４
年
10
月
号
で
も
簡
単
に
ご
紹

介
し
ま
し
た
が
、
暖
か
い
サ
ン
ゴ
礁
の
海
を
彩

る
「
造
礁
サ
ン
ゴ
（
有
藻
性
サ
ン
ゴ
）」
の
仲

間
が
能
登
の
海
に
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
名

前
は
「
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
」。
寒
さ
に
強
く
、

濁
り
に
も
強
い
、
さ
ら
に
骨
も
黒
っ
ぽ
い
（
英

語
で
は
、
ゼ
ブ
ラ
・
コ
ー
ラ
ル
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
）、
ま
さ
に
異
色
の
造
礁
サ
ン
ゴ
で
す
。

　

こ
の
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
に
つ
い
て
の
話
題

が
、
昨
年
11
月
に
立
て
続
け
に
２
つ
ニ
ュ
ー
ス

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
輪
島
市
門
前
町
の
鹿
磯
漁
港
で
確

認
さ
れ
た
大
量
死
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
金
沢
学

院
大
学
の
佐
々
木
教
授
ら
が
５
、６
月
に
地
震

に
よ
り
隆
起
し
た
海
岸
を
調
査
し
て
い
た
と
こ

３
月
５
日
は
サ
ン
ゴ
の
日
！

　

３
月
は
寒
さ
も
緩
み
は
じ
め
、
生
き
も
の
も
動
き
始
め
る
季
節
。
二
十
四
節
気
で
は
今
年
も

３
月
５
日
が
「
啓
蟄
」
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
日
は
、
語
呂
合
わ
せ
で
「
サ
ン
（
３
）

ゴ
（
５
）
の
日
」
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
後
の
週
は
「
サ
ン
ゴ
（
礁
）・
ウ
ィ
ー
ク
」
と
銘
打
っ

て
、
沖
縄
や
東
京
な
ど
で
サ
ン
ゴ
に
ち
な
ん
だ
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
能
登
で
も
み
ら
れ
る
サ
ン
ゴ
に
つ
い
て
最
近
の
話
題
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
能
登
で
み
ら
れ
る
造
礁
サ
ン
ゴ

　

―
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ

■
北
上
す
る
海
洋
生
物
の
分
布

　

―
次
に
能
登
に
く
る
サ
ン
ゴ
は
？

全日本アーチェリー連盟　アスリート委員会 様

ろ
、
船
着
き
場
の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
浅
瀬
に
生
息

し
て
い
た
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
が
干
上
が
り
大

量
に
死
滅
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
、
報
告
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
サ
ン
ゴ
は
能
登
半
島
の
内

浦
側
で
は
九
十
九
湾
な
ど
に
生
息
す
る
こ
と
が

以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外
浦
側
で

は
志
賀
町
の
福
浦
や
大
島
で
の
報
告
例
が
あ
る

の
み
で
し
た
の
で
、
よ
り
北
の
海
域
に
高
密
度

で
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

　

も
う
一
つ
は
、
佐
渡
島
が
分
布
の
北
限
と
み

ら
れ
て
い
た
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
が
、
80
㎞

も
北
に
あ
る
山
形
県
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
こ
ち
ら
は
鶴
岡
市
加
茂
の
地

先
で
見
つ
か
っ
た
の
で
す
が
、
実
は
私
が
子
ど

も
の
頃
を
過
ご
し
た
地
域
の
す
ぐ
近
く
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
二
重
で
の
驚
き
で
し
た
。

の
海
を
み
て
み
る
と
、
キ
ク
メ
イ
シ
モ
ド
キ
の

他
に
ア
ミ
メ
サ
ン
ゴ
と
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
と

い
う
造
礁
サ
ン
ゴ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

想
像
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は
こ
の
2
種

が
や
っ
て
く
る
可
能
性
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
ミ
メ
サ
ン
ゴ
は
よ
く
見
る
と
骨
の
つ
く

り
が
素
敵
な
の
で
す
が
、
色
は
灰
褐
色
の
も
の

が
多
く
、
岩
を
覆
う
よ
う
に
成
長
す
る
の
で
あ

ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん
。
一
方
、
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ

ン
ゴ
は
触
手
の
先
端
が
花
の
よ
う
に
開
き
、
長

い
ポ
リ
プ
が
ふ
わ
ふ
わ
と
波
に
揺
れ
、
全
体
の

色
も
褐
色
〜
蛍
光
緑
を
し
て
い
て
よ
く
目
立
つ

サ
ン
ゴ
で
す
。

　

こ
の
夏
、
海
水
浴
や
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
な
ど

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
岩
場
に

も
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
か
し
た

ら
ニ
ホ
ン
ア
ワ
サ
ン
ゴ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
ぜ
ひ
能
登

里
海
教
育
研
究
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
能
登
里
海
教
育
研
究
所
：
佐
藤
崇
範
）

山口県周防大島のニホンアワサンゴ
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